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弁
護
士
偏
在
解
消
の
た
め
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
二
号
）
中

一
部
改
正
公
告

弁
護
士
偏
在
解
消
の
た
め
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た

の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
偏
在
解
消
の
た
め
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
二
号
）
中
一
部
改
正

弁
護
士
偏
在
解
消
の
た
め
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
一
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
の
複
数
の
弁
護
士
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
偏
在
対
応
弁
護
士
独
立
開
業
支
援

補
助
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
五
百
万
円
を
当
該
複
数
の
弁
護
士
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
上
限
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
偏
在
対
応
弁
護
士
独
立
開
業
支
援
補
助
金
」
を
「
第
一
項
の
偏
在
対
応
弁
護
士
独
立
開
業

支
援
補
助
金
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
後
段
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
複
数
の
弁
護
士
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
偏
在
対
応
弁
護
士
独
立
開
業
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
は
、
偏
在
解
消
対
策
地
区
に
定
着
し
よ

う
と
す
る
複
数
の
弁
護
士
が
共
同
し
て
法
律
事
務
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
中「「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
支
出
に
関
す
る
規
則
第
七
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
」
を「「
日

弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
支
出
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
七
十
一
号
）
中
一
部
改
正
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
二
年
一
部
改
正
」
と
い
う
。）附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
一
部
改
正
に
よ
る
改
正
前
の
「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
支
出
に
関
す
る
規
則
第
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、「
弁
護
士
法
人
は
」
の
下
に
「
、
当
該
貸
付
け
に
係
る
従
た
る
法
律
事
務
所
の

開
設
及
び
運
営
に
関
し
」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
特
別
定
着
支
援
対
象
地
区
」
を
「
特
別
独
立
開
業
等
支
援
対
象
地
区
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
の
複
数
の
弁
護
士
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
偏
在
対
応
特
別
独
立
開
業
等
支
援

補
助
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
千
百
万
円
を
当
該
複
数
の
弁
護
士
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
上
限
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
偏
在
対
応
特
別
独
立
開
業
等
支
援
補
助
金
」
を
「
第
一
項
の
偏
在
対
応
特
別
独
立
開
業
等

支
援
補
助
金
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
後
段
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
複
数
の
弁
護
士
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
偏
在
対
応
特
別
独
立
開
業
等
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
は
、
特
別
独
立
開
業
等
支
援
対
象
地
区

に
定
着
し
よ
う
と
す
る
複
数
の
弁
護
士
が
共
同
し
て
法
律
事
務
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
特
別
定
着
期
間
内
」
を
「
特
別
独
立
開
業
等
期
間
内
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
三
〇
〇
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
複
数
の
弁
護
士
が
貸
付
け
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
六
百
万

円
を
当
該
複
数
の
弁
護
士
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
限
度
に
、
そ
の
返
済
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

１

第
二
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

第
二
十
八
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

３

第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

４

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
五
条
第
四
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

５

改
正
後
の
第
三
十
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
の
第
三
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
申
出
に
係
る
貸
付
け
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
受
理
し
た
同
項
に
規
定
す
る
申
出
に
係
る
貸
付
け
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

教
育
職
員
免
許
状
失
効
公
告

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
4
7号
）
第

1
0

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
免
許
状
は
失
効
し
た
。

平
成

2
4
年
２
月

1
3
日

岐
阜
県
教
育
委
員
会

１
失
効
し
た
免
許
状

氏
名
大
久
保
夏
樹

本
籍
岐
阜
県

生
年
月
日
昭
和
4
3年
６
月
1
6日

失
効
年
月
日
平
成
2
4年
１
月
1
9日

免
許
状
の
種
類
、
教
科
及
び
番
号

\
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

平
２
小
１
種
第
6
2
8号

授
与
年
月
日
平
成
３
年
３
月
3
1日

授
与
権
者
岐
阜
県
教
育
委
員
会

]
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
音
楽

平
２
中
１
種
第
8
0
5号

授
与
年
月
日
平
成
３
年
３
月
3
1日

授
与
権
者
岐
阜
県
教
育
委
員
会

^
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
音
楽

平
２
高
１
種
第
8
3
1号

授
与
年
月
日
平
成
３
年
３
月
3
1日

授
与
権
者
岐
阜
県
教
育
委
員
会

_
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
音
楽

平
1
6高
専
第
4
1号

授
与
年
月
日
平
成
1
6年
４
月
3
0日

授
与
権
者
岐
阜
県
教
育
委
員
会

２
失
効
の
事
由

教
育
職
員
免
許
法
第
1
0条
第
１
項
第
２
号
該
当

行
旅
死
亡
人

本
籍
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
不
詳
、
中
年
齢
層
の

男
性
で
身
長
1
6
0
‹
台
（
推
定
）、
所
持
品
は
な
し

上
記
の
者
は
、
平
成
2
4年
１
月
2
4日
宮
城
県
牡
鹿
郡
女

川
町
桐
ヶ
崎
沖
女
川
湾
北
緯

3
8度

2
5•
0
8
2分
、
東
経

1
4
1

度
2
8•
2
7
6分
地
点
の
海
上
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
推
定
死

亡
年
月
日
は
不
明
。
身
元
不
明
の
た
め
火
葬
に
付
し
保
管

し
て
お
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
方
は
、
当
町
町
民
課
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
4
年
２
月

1
3
日

宮
城
県

女
川
町
長
須
田
善
明

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
公
示

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

2
2年
政
令
第

2
5
0号
）
第

1
7条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
2
1年
法
律
第
6
6号
）
第
1
1条
第
３
項
の
事
務
所
の
場
所
を
変
更
す
る
の
で
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成

2
4
年
２
月

1
3
日

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
代
表
取
締
役
総
裁
安
居
祥
策

廃
止
す
る
場
所
福
島
県
福
島
市
大
町
１
番
1
6号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
福
島
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
福

島
県
福
島
市
栄
町
６
番
６
号
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
福
島
支
店
中
小
企
業
事
業
内
、
群
馬
県
前
橋
市
本
町
１

丁
目
６
番
1
9号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
前
橋
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
静
岡
県
静
岡
市
葵
区
常
磐
町
２
丁
目

５
番
地
の
１
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
静
岡
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
南
町
1
8番
１
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
静
岡
支
店
農
林
水
産
事
業
内
、
静
岡
県
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
5
9番
６
株
式
会
社
日

本
政
策
金
融
公
庫
静
岡
支
店
中
小
企
業
事
業
内
、
岡
山
県
岡
山
市
北
区
田
町
１
丁
目
1
1番

1
3号

株
式
会
社
日
本
政
策

金
融
公
庫
岡
山
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
岡
山
県
岡
山
市
北
区
磨
屋
町
９
番

1
8
`

4
0
1号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融

公
庫
岡
山
支
店
農
林
水
産
事
業
内

新
設
す
る
場
所
福
島
県
福
島
市
栄
町
６
番
６
号
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
福
島
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
群

馬
県
前
橋
市
大
手
町
２
丁
目
６
番
1
7号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
前
橋
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
静
岡
県
静
岡

市
葵
区
黒
金
町
5
9番
地
６
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
静
岡
支
店
国
民
生
活
事
業
内
、
岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町

１
丁
目
１
番
2
7号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
岡
山
支
店
国
民
生
活
事
業
内
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